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6.3 学生からの要望
前述のように、討論を初めて経験する学生もいた。
今後もこうした討論会を希望する学生が多かったの
で、その実現に向けて具体的に検討していかなければ
ならないと思われる。一方で、まずはフレッシュマン
セミナーなどを通じて討論の仕方や意見の述べ方、あ
るいは情報や資料の集め方など、基礎的な準備も必要
である。直感や感性の意見も重要であるが、それとと
もに資料やデータに裏づけされた意見も必要だからで
ある。
6.4 その他
外部講師など外部の知見もどしどし取り入れるべき
であるが、当学部内で担当できる分野や部分もあると
思われる。制約条件もあるが、研修などにおける棲み
分けや分担を考える必要があるのかもしれない。その
ためには、まずは教員向けの研修を実施してもらう、
あるいは情報を共有化するなど、ある程度の知識を持
ったうえで、学生向け研修に一緒に参加する体制が必
要であると思われる。
そうした意味では、2006年度の当学部教員向けに実
施され、そこで取得したセルフィング資格（セルフィ
ング・サポート・カウンセラー／日本セルフィング協
会）の有効利用も考えていかなければならない。今後
は、当学部において、以前より懸案事項であったキャ
リア・カウンセリング制度を立ち上げていく必要もあ
る。ただし、こうしたシステム化は時間がかかること
から、現状を考慮したうえで、まずはできるところか
ら着手することが適切であろう。
6.5 今後の展開
今回の研修を終えてあらためて感じたことは、こう
した研修を１年次から実施することは大変有意義だっ
たということである。ただ、次回あるいは次年度の実
践として、今回の研修スタイルをそのまま踏襲するの
ではなく、前述の課題対応を含めて、実施内容の工夫
や成果を目に見える形で表すことなど、さらなる検討
が必要であると思われる。また、この研修を基礎とし
て、２年次、３年次、４年次、そして社会に出る寸前
の時期など、段階的な実施とその内容の充実も考慮す
べきであり、早急な対応が必要と思われる。
＊ 研修に参加してくださった外部講師は、川上憲太郎先生
（日本カウンセリング協会会長、社会福祉法人日本家庭
福祉会理事）および義本相堤先生（日本カウンセリング
協会専任講師）である。あらためてこの場を借りてお礼
を申し上げたい。
【注】
1） 日本カウンセリング協会編『キャリアデザイン研修』
（2006年）（以下、『テキスト』と記載）、4ページ。
2）『テキスト』10～11ページ。
3）『テキスト』22ページ。
4）『テキスト』26ページ。
ャリア形成研修Ⅰ」の単位（２単位）が認定されるこ
ととなっている。
5.3 学生の認識について
休憩時他での学生との対話の中で、今回の研修に参
加したことへの喜びや学生自身による気づきや新たな
発見ができたのを聴くことができた。最後の時間に実
施した論文作成においては、全員が、この研修に参加
することで自分の心や行動の変容を感じ、なんらかの
成果があったことを記載している。受講前に比べれば、
新しい自分が発見できたこと、気持ちが明らかに変化
したこと、明確な将来が描けそうなことなど、多くの
積極的な感想が書かれていた。
6．課題と今後について
6.1 実施内容について
今回の研修の内容については、参加した教員との検
討も踏まえて、以下３点の課題があげられる。
まず、第１に、今回の研修では、事前に外部講師に
対して当学部の意向をきちんと伝えられなかったこ
と、それを踏まえての詳細な打ち合わせなどが１度し
か行われなかったこと、また、テキスト作成において
も、私ども研修参画者が積極的に関与できなかったこ
となどの反省があった。基礎的な研修という位置づけ
ではあるが、今後は、キャリア教育の一環として、こ
うした研修がさらに体系的で理論的・かつ実証的なや
り方での取り組みとして考慮していく必要があると思
われる。つまり、当学部の中でのキャリア形成の考え
方・あり方、段階的な実施の仕方、そのための教育手
法や教材の作成、教育内容における視点や概念などの
共有化など、さらに多面的に考えていくべき点がある
と思われた。
第２に、研修が終わってからの学生側の率直な意見
や評価の収集も必要であると思われた。研修後に受講
学生一人ひとりに面談を行う必要があったのかもしれ
ない。ただし、単位認定前とその後とでは、場合によ
っては意見にも差が出てくるかもしれないので、率直
な意見の収集は単位認定後が妥当であると思われる。
第３に、この研修が単位認定を行うということで
12時限の項目を設定したうえ、ほぼ全て90分の講義
を実施した。ただ、場合によっては90分の枠では過
不足を感じる項目もあったので時間枠の設定には再度
の検討が必要である。
6.2 成果について
この研修の成果については、以下の４つの課題が考
えられる。
まず、第１に、学生が受講前と受講後にどう変化し
たのか、その客観的な指標が今回の研修では残念なが
らなかったことである。自分自身の意識が変化したと
いう主観レベルの指標ではなく、今後こうした研修の
成果が明確にわかるようなシステムが必要であり、そ
れも含めて外部知見にも支援してもらいたいと思わ
れる。
第２に、おそらくこうしたコミュニケーション能力
の向上は、日常生活に自然に取り入れられていくこと
であろうが、今回の研修を終了しても、受講した学生
の変化がまったくわからないという周囲の意見も聞か
れた。上記同様、いかにその変化や研修の成果を具体
的に日常の中に取り入れていくべきか、その手法も考
えなければならない。
第３に、今回の研修では数度の討論会を実施した。
初めて経験する学生もいたが、成果は大いにあったと
思われる。ただし、この成果が、この研修を受けたか
ら出てきたものなのか、または学生の中に潜在的に存
在している力を引き出してくれたものなのか、あるい
は最初から学生に身についていたものなのか、それに
ついては全く把握できなかった。まずは、最初に自己
紹介（自己PR）をして、終了直前にどう変化したか
を表現することと同様に、最初に討論をしてもらう必
要があったのかもしれない。いずれにしても、今後の
カリキュラムの工夫は必要である。
第４に、これは参加した教員からでたものであるが、
こうした研修に限らず、当学部が実施する新たな取り
組みに参加したり、努力して単位を取得したりする学
生には、「スキルのIDカード」のようなものを発行し
てはどうかということである。この効果は、誰がどん
な研修を受けていて、どういうスキルを身につけてい
るのかがわかるうえ、必要に応じてそれらの学生を通
じて他の学生にも良い影響が波及するのではないかと
いうことである。
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